
前期期末試験対策④について 

 

 

 基本的な単語はしっかり書けるように。単語がわからなくてもあきらめない。問題のどこか

に出ているかも知れない！ 

 
(ア)A あなたはどうやって学校に来ますか。 

  B 私は歩いて学校へ来ます。 

(イ)A あなたの誕生日はいつですか。 

B 私の誕生日は８月９日です。 

(ウ)A あなたはどんなスポーツが好きですか。 

  B 私はサッカーが好きです。 

 



(ア)A 今日は何曜日ですか。 

  B 木曜日です。 

(イ)A 今日の日付は何ですか。 

B８月２５日です。 ←２５日 twenty-fifth（⁻「ハイフン」で twenty と fifth をつなげます。 

対策では８月でしたが、テストの日付はちゃんと書けるように！ 

             It’s September eighth.(eighth は t を２つ書かない！) 

             It’s September ninth.(ninth は e がナインス(ninth)！！！) 

               

(ウ)A 今何時ですか。 

  B１０時１０分です。  ３０分 thirty や４０分 forty(←u はない！)も書けるように。 

 

 

(1) sounds + 形容詞  「～（形容詞）のように聞こえる」（相手の意見などを聞いたときの感

想を言う表現。） 

(3)You are kind. 「あなたは親切です。」これを命令文にしたもの。 

kind は後（７）で問題に出ているよ！ 



 

(1)特に難しくない。絶対に間違えたくないところ。 

(2)これはできて欲しい。前回も説明しました。 

 文の骨格は The girl is Hinako. ここに girl を修飾する言葉（in the red yukata）を追加しただ

け。教科書の「The boy in the black yukata is Kaito. 」をもじったもの。 

(3)前回も出てた。前回 color を間違えた人も今回は大丈夫なはず。 

(4)want to ～ ～にしたいことを入れる。今回は「勝つ」だから win が入る。 

(5)前回しっかり説明して、発音もした文章です。今回書けなかった人は直しの緊張感が足りま

せん。前回が最後の対策で、今回のがもし本番の試験だったらどうですか？間違えたらめちゃ

くちゃくやしくないですか？対策でやったのに間違えたりしたら。。。Σ(￣ロ￣lll)ｶﾞｰﾝ 

絶対に間違えないぞ！という気持ちを込めて直しをやってください。書く回数を追加するより、

読む回数を増やしましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 



 

これは訳がわからない人はいないよね？教科書通りだし。 

あなたは練習に何を持っていきますか。 

ええっと、ラケット、シューズ、タオルと水筒を持っていきます。 

ラケット？ 

あなたは何本のラケットを持っているのですか。 

私は２本持っています。 

まあ。あなた方はいつ練習しますか。 

私たちは１週間に５日練習します。私たちは火曜日と日曜日がお休みです。 

なるほど。あれらの男性たちは誰ですか。 

彼らは私たちのコーチです。彼らはバドミントンをとても上手にプレイすることができるので

す。（この文章だけ変えてある。） 

それは素敵ですね。 

 

 

 



 

(ア)主語はあなたと私の２人！複数なので be

動詞は are 

（ウ）Can I（we） ～？ 「～してもいいです

か？」と許可を求める表現。 



 

(ア)あなたはハンバーガーを食べますか。―はい、 

(イ)あなたはどんなスポーツをしていますか。―私は野球をしています。 

(ウ)シオミ先生は数学の先生ですか。―はい、そうです。 

(エ)あなたの名前をお聞きしてもいいですか。―はい、私はタケルです。 

(オ)あなたの美術の先生は誰ですか。―カサタニ先生です。 

 

 



 

(1)トム、あなた大丈夫なの？ ―ああ、私にについては心配いらないよ。 

(2)昼食休憩の時間にそれをやりましょう！－それはいいね！ 

(3)あなたはすばらしい。 私はあなたのようになりたいです。 

(4)オーストラリアの雨季はいつですか。－７月から１０月です。 

(5)人生はタマネギのようなものだ。 ―あなたは何を意味しているのですか？ 

（「あなたの言っていることはどういう意味ですか？」と聞き返す表現。） 

 

 

 
(1)あなたいつピアノを練習しますか。－私は日曜日に練習します。 

(2)あなたはどこに住んでいますか。 ―私は横須賀に住んでいます。 

 



(3)あちらはどなたですか。―あちらは私の父です。 

↑人のときは答えるときも That を使います。 

(4)あれは何ですか。―それはキウイという鳥です。 

           ↑人以外は普通 It で答えます。 

(5)あなたはどうやって学校に来ますか。―私は電車で来ます。 

(6)あなたはどんなスポーツが好きですか。―私はテニスが好きです。 

(7)あなたは何本のラケットを持っていますか。―私は３本のラケットを持っています。 

 

 

リリー：私は姉たちと日曜日の午前中にバスケットボールをしているんだ。 

カナ ：まぁ、いいわね。どこでそれ（バスケットボール）をしているの？ 

リリー：（私たちは私たちの）学校の近くの公園（でします）よ。 

カナ ：何人か姉がいるの？ 

リリー：そう、２人いるわ。あなたはどうなの（姉妹はいるの）？ 

カナ ：私は１人兄がいるわ。彼の名前はヒデト（です）。 

リリー：ヒデト？私よくその名前を姉のジュディとナンシーから聞くわ。 



カナ ：あら、私その（それらの）名前知っているわ！彼女らは彼（兄）の友達なのね！。 

リリー：本当？すごいわね！私はあなたのお兄さんにあってみたいわ。 

(ア)日曜日にバスケをするということはわかっているので、どこでバスケをしているのかを聞

くのが妥当。 

(イ)後ろに続く名詞 names が複数形だから。that の複数形 those になる。 

(ウ)５行目でリリーが、６行目でカナがそれぞれ答えている。 

(エ)「ヒデトの友達」＝「リリーの姉たち」つまり、Judy と Nancy 

(オ)二人は知らなかったが、「リリーの姉たちとカナの兄が友達であったことが分かった」から   

驚いた。 


